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　新生『築上町ジュニアリーダークラブ』として活動

した２５年度。３月に予定している児童館子どもフェ

スティバルとアンビシャスフェスタへの参画で締めく

くります。

　前身は町内の子ども会の卒業生であるＯＢ・ＯＧか

ら発足し、築上町子ども会育成連絡協議会の指導者で

ある本部役員から指導・助言をあおぎながら活動して

きましたが、今年度より町の青少年事業の一環として、

さらに広く地域のなかで活躍できるよう築上町教育委

員会が直接支援しています。

　それにより、現在２５名のクラブ員たちは、町及び

県主催事業にも係わることができ、積極的に自ら考え、

行動し、発言することの難しさを学びながら、活動を

通して築上町のリーダーとなるべく成長しています。

主な年間行事としては、定例会（２ヶ月に１回）、子

ども会行事の運営支援（年に５回）、児童館子どもフェ

スティバル出店（春・夏）、町民文化祭の支援、研修

会（春・夏）への参加、等々です。

　築上町ジュニアリーダークラブは子ども会の卒業生

だけでなく、町内在住の中学生

・高校生なら誰でも入会できま

す。入会希望、また詳しいこと

を知りたい方はお問い合わせく

ださい。

問い合わせ

　生涯学習課　社会教育係

　　　（支所・内線２６３）

築上町ジュニアリーダークラブからのお知らせ築上町ジュニアリーダークラブからのお知らせ
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▲船迫・堂がえり古墳（２号墳）
　手前に錯乱しているのが墓前の供物を載せた須恵
　器の破片。石畳の墓道を通り、羨門を抜けて石室
　内に入ります。


